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 地方公務員は性別問わず育休を取る時代に入り、いくつかの改正を経て次

のような仕組みに替わりました。（以下 2025 年８月１日改訂版厚生労働

省） 

⓵雇用保険の被保険者の方が、子の出生後８週間の期間内に合計４週間分 

（28 日）を限度として、産後パパ育休（出生時育児休業・２回まで分割 

取得できます）を取得した場合、一定の要件を満たすと「出生時育児休 

業給付金」の支給を受けることができます。 

 

 



 

 

※産後パパ育休（出産後８週間以内）の間に 67％+13％（育児給付金）＝80％

で、社会保険免除を勘案すると、100％の収入（実際の給与支払額ではありま

せん。）を確保することを目的としています。 

※詳しくは厚生労働省ホームページを参照してください。

（https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/001461102.pdf） 

※育休を予定する日程や期間によって、賞与算定額や社会保険料免除等に差

異が発生しますので、事前に「神戸市職員共済組合」にご相談ください。 


